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(57)【要約】
【課題】立体映像データをＨＤＭＩ規格に準拠したイン
タフェースを介して映像出力装置から映像表示装置へ矛
盾なく伝送できる立体映像伝送システム、映像表示装置
および映像出力装置を提供する。
【解決手段】記録再生装置１００では、光ディスク１０
１に記録された３Ｄ圧縮映像データは記録再生部１０２
で再生され、コーデック１０３でベースバンドの３Ｄ映
像データに復元される。フォーマット変換部１０４は、
事前に取得した表示装置２００の表示能力に合わせて光
ディスク１０１の記録フォーマットをＨＤＭＩの伝送フ
ォーマットへ変換して出力する。表示装置２００のフォ
ーマット変換部２０４は、ＨＤＭＩケーブル２０５経由
で受信した３Ｄ映像データの伝送フォーマットを表示フ
ォーマットに変換する。表示制御部２０１は表示フォー
マットに変換された３Ｄ映像データで表示パネル２０２
に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
映像信号を出力する映像出力装置であって、
映像信号を入力して処理する映像入力装置の受信能力に応じて、前記映像出力装置から出
力する前記映像信号の形式を変換するフォーマット変換部と、
前記フォーマット変換部で変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェース
で出力するＨＤＭＩ送信部と、を備え、
前記フォーマット変換部は、前記出力する前記映像信号の形式がインタレースの立体映像
信号である場合に、第１フィールドおよびこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼映
像及び右眼映像の第１インタレース信号を設定し、第２フィールドに続く第３フィールド
及びこれに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼映像及び前記右眼映像の前記第
１インタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号を設定する、映像出力装置。
【請求項２】
入力された映像信号を処理する映像入力装置であって、
前記映像入力装置が処理可能な映像信号形式の情報を保持するＥＤＩＤ記憶部と、
前記ＥＤＩＤ記憶部に保持されている処理可能な立体映像信号がインタレースの映像信号
であることを示す場合、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼
映像及び右眼映像の第１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フィールド及び
これに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼映像及び前記右眼映像の前記第１イ
ンタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号と、を有する前記映像信号をＨＤ
ＭＩ規格に準拠したインタフェースで入力するＨＤＭＩ受信部と、
を備えた映像入力装置。
【請求項３】
映像信号を出力する映像出力装置の出力制御方法であって、
映像信号を入力として処理する映像入力装置の受信能力に応じて、前記映像出力装置から
出力する前記映像信号の形式を変換するフォーマット変換ステップと、
前記フォーマット変換ステップで変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフ
ェースで出力するＨＤＭＩ送信ステップと、を備え、
前記フォーマット変換ステップは、前記出力する前記映像信号の形式がインタレースの立
体映像信号で有る場合に、第１フィールドおよびこれに続く第２フィールドに立体映像の
左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号を設定し、第２フィールドに続く第３フィ
ールド及びこれに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼映像及び前記右眼映像の
前記第１インタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号を設定する、
映像出力装置の出力制御方法。
【請求項４】
入力された映像信号を処理する映像入力装置の入力制御方法であって、
ＥＤＩＤ記憶部に記録された前記映像入力装置が処理可能な立体映像信号形式の情報を、
映像信号を出力する映像出力装置へ送信するステップと、
前記映像出力装置へ送信した前記立体映像信号形式の前記情報がインタレースの映像信号
であることを示す場合、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼
映像及び右眼映像の第１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フィールド及び
これに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼映像及び前記右眼映像の前記第１イ
ンタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号と、を有する前記映像信号をＨＤ
ＭＩ規格に準拠したインタフェースで入力するＨＤＭＩ受信ステップと、
を備えた映像入力装置の入力制御方法。
【請求項５】
映像信号を出力する映像出力装置と、前記映像信号を入力して処理する映像入力装置と、
を備えた映像伝送システムであって、
前記映像入力装置は、
前記映像入力装置が処理可能な映像信号形式の情報を保持したＥＤＩＤ記憶部と、
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前記映像出力装置から出力された前記映像信号を、ＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェー
スで入力するＨＤＭＩ受信部と、を有し、
前記映像出力装置は、
前記ＥＤＩＤ記憶部に保持されている前記映像入力装置が処理可能な前記映像信号形式の
前記情報に応じて、前記映像出力装置から出力する前記映像信号の形式を変換するフォー
マット変換部と、
前記フォーマット変換部で変換された映像信号を前記ＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェ
ースで出力するＨＤＭＩ送信部と、を有し、
前記ＥＤＩＤ記憶部に保持されている前記映像入力装置が処理可能な立体映像信号の信号
形式がインタレース信号であることを示す場合、第１フィールド及びこれに続く第２フィ
ールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と、第２フィールドに
続く第３フィールド及びこれに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼映像及び前
記右眼映像の前記第１インタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号と、を有
する前記映像信号を前記ＨＤＭＩ送信部から前記ＨＤＭＩ受信部へ伝送する、映像伝送シ
ステム。
【請求項６】
映像信号を出力する映像出力装置から、前記映像信号を入力して処理する映像入力装置へ
前記映像信号を伝送する映像伝送方法であって、
前記映像入力装置が処理可能な映像信号形式の情報を前記映像出力装置へ送信する情報送
信ステップと、
前記映像入力装置が処理可能な前記映像信号形式の前記情報に基づいて、前記映像出力装
置から出力する前記映像信号の形式を変換する変換ステップと、
前記変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースを用いて前記映像出力
装置から前記映像入力装置へ伝送する伝送ステップと、を有し、
前記映像入力装置が処理可能な立体映像信号の映像信号形式がインタレース信号であるこ
とを示す場合、前記変換ステップは、前記立体映像信号を、第１フィールド及びこれに続
く第２フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と、第２フ
ィールドに続く第３フィールド及びこれに続く第４フィールドに前記立体映像の前記左眼
映像及び前記右眼映像の前記第１インタレース信号と相補関係にある第２インタレース信
号と、を有する映像信号に変換し、
前記伝送ステップは、前記変換された立体映像信号を前記映像出力装置から前記入力装置
へ伝送する、映像伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体映像を伝送する立体映像伝送システムおよびこれを構成する映像表示装
置および映像出力装置に関し、特にＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースを介して立体
映像を伝送する映像伝送システム、映像入力装置および映像出力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビジョン画像を立体視するため、種々の方式が提案されている。これら
は、両眼視差の原理を利用して、１台のディスプレイ上に左眼像および右眼像を空間的ま
たは時間的に交互に切り換えて提示し、これを視聴者が特殊な眼鏡をかけて、または裸眼
のままで見ることによって立体像を得るものである。
【０００３】
　また、最近ではＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）規格に対応したＨＤＭＩ端子を有する機器が普及してきている。例
えば、テレビとＤＶＤレコーダをＨＤＭＩ接続ケーブルで接続することにより、高品質の
映像、音声データおよび各種制御情報を機器間で送受信することが可能となっている。
【０００４】
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　ところで、テレビの映像フォーマットとしては、ＳＤ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｄｅｆｉｎ
ｉｔｉｏｎ）とＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）があり、ＨＤの中にも走査線数
、フレームレートの違う多くの映像フォーマットがすでに世の中に普及している。
【０００５】
　一方、テレビやＤＶＤレコーダ等の映像機器はメーカー、発売時期、価格帯等によって
、その機能、性能に差があるのが一般的であり、送受信できる映像フォーマットは各機器
で異なる場合が多い。
【０００６】
　したがって、相互に対応していないフォーマットの映像データや音声データを通信して
もうまく通信できない。このような問題はＨＤＭＩがサポートしている各種制御情報を使
うことによって解決できる。
【０００７】
　例えば、ＨＤＭＩ接続ケーブルを介してＤＶＤレコーダに記録された映像音声データを
再生してテレビに出力する場合、事前にテレビからＥＤＩＤ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）と呼ばれるＲＯＭに記憶されたＥ
ＤＩＤ情報（テレビの表示能力等）を取得し、取得されたＥＤＩＤに従って、テレビの表
示可能なフォーマットに変換して、テレビに出力することができるようになっている（例
えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－１８０７４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１を含む従来の方法では、立体映像の伝送は考慮されておらず
立体映像を機器間で接続する際に依然として問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、立体映像データをＨＤＭＩ規格
に準拠したインタフェースを介して映像出力装置から映像入力装置へ矛盾なく伝送できる
映像伝送システム、映像入力装置および映像出力装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した目的を達成するために、本発明の映像出力装置は、映像信号を出力する映像出
力装置であって、映像信号を入力して処理する映像入力装置の受信能力に応じて、映像出
力装置から出力する映像信号の形式を変換するフォーマット変換部と、フォーマット変換
部で変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースで出力するＨＤＭＩ送
信部と、を備え、フォーマット変換部は、出力する映像信号の形式がインタレースの立体
映像信号である場合に、第１フィールドおよびこれに続く第２フィールドに立体映像の左
眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号を設定し、第２フィールドに続く第３フィー
ルド及びこれに続く第４フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレー
ス信号と相補関係にある第２インタレース信号を設定する。
【００１２】
　本発明の映像入力装置は、入力された映像信号を処理する映像入力装置であって、映像
入力装置が処理可能な映像信号形式の情報を保持するＥＤＩＤ記憶部と、ＥＤＩＤ記憶部
に保持されている処理可能な立体映像信号がインタレースの映像信号であることを示す場
合、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の
第１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フィールド及びこれに続く第４フィ
ールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と相補関係にある第２
インタレース信号と、を有する映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースで入力
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するＨＤＭＩ受信部と、を備える。
【００１３】
　本発明の映像出力装置の出力制御方法は、映像信号を出力する映像出力装置の出力制御
方法であって、映像信号を入力として処理する映像入力装置の受信能力に応じて、映像出
力装置から出力する映像信号の形式を変換するフォーマット変換ステップと、フォーマッ
ト変換ステップで変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースで出力す
るＨＤＭＩ送信ステップと、を備え、フォーマット変換ステップは、出力する映像信号の
形式がインタレースの立体映像信号で有る場合に、第１フィールドおよびこれに続く第２
フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号を設定し、第２フ
ィールドに続く第３フィールド及びこれに続く第４フィールドに立体映像の左眼映像及び
右眼映像の第１インタレース信号と相補関係にある第２インタレース信号を設定する。
【００１４】
　本発明の映像入力装置の入力制御方法は、入力された映像信号を処理する映像入力装置
の入力制御方法であって、ＥＤＩＤ記憶部に記録された映像入力装置が処理可能な立体映
像信号形式の情報を、映像信号を出力する映像出力装置へ送信するステップと、映像出力
装置へ送信した立体映像信号形式の情報がインタレースの映像信号であることを示す場合
、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第
１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フィールド及びこれに続く第４フィー
ルドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と相補関係にある第２イ
ンタレース信号と、を有する映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースで入力す
るＨＤＭＩ受信ステップと、を備える。
【００１５】
　本発明の映像伝送システムは、映像信号を出力する映像出力装置と、映像信号を入力し
て処理する映像入力装置と、を備えた映像伝送システムであって、映像入力装置は、映像
入力装置が処理可能な映像信号形式の情報を保持したＥＤＩＤ記憶部と、映像出力装置か
ら出力された映像信号を、ＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースで入力するＨＤＭＩ受
信部と、を有し、映像出力装置は、ＥＤＩＤ記憶部に保持されている映像入力装置が処理
可能な映像信号形式の情報に応じて、映像出力装置から出力する映像信号の形式を変換す
るフォーマット変換部と、フォーマット変換部で変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準
拠したインタフェースで出力するＨＤＭＩ送信部と、を有し、ＥＤＩＤ記憶部に保持され
ている映像入力装置が処理可能な立体映像信号の信号形式がインタレース信号であること
を示す場合、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立体映像の左眼映像及び右
眼映像の第１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フィールド及びこれに続く
第４フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と相補関係に
ある第２インタレース信号と、を有する映像信号をＨＤＭＩ送信部からＨＤＭＩ受信部へ
伝送する。
【００１６】
　本発明の映像伝送方法は、映像信号を出力する映像出力装置から、映像信号を入力して
処理する映像入力装置へ映像信号を伝送する映像伝送方法であって、映像入力装置が処理
可能な映像信号形式の情報を映像出力装置へ送信する情報送信ステップと、映像入力装置
が処理可能な映像信号形式の情報に基づいて、映像出力装置から出力する映像信号の形式
を変換する変換ステップと、変換された映像信号をＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェー
スを用いて映像出力装置から映像入力装置へ伝送する伝送ステップと、を有し、映像入力
装置が処理可能な立体映像信号の映像信号形式がインタレース信号であることを示す場合
、変換ステップは、立体映像信号を、第１フィールド及びこれに続く第２フィールドに立
体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタレース信号と、第２フィールドに続く第３フ
ィールド及びこれに続く第４フィールドに立体映像の左眼映像及び右眼映像の第１インタ
レース信号と相補関係にある第２インタレース信号と、を有する映像信号に変換し、伝送
ステップは、変換された立体映像信号を映像出力装置から入力装置へ伝送する。
【発明の効果】
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【００１７】
　本発明によれば、立体映像データをＨＤＭＩ規格に準拠したインタフェースを介して映
像出力装置から映像入力装置へ矛盾なく伝送できる映像伝送システム、映像入力装置およ
び映像出力装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態１における立体映像伝送システムの構成例を示す図
【図２】ＨＤＭＩの概要を説明するための図
【図３】本発明の実施の形態１における表示装置の能力（表示及び受信能力）を表すパラ
メータの例を示す図
【図４】３Ｄ映像の表示方式（３Ｄ　ｍｅｔｈｏｄ）を説明するための図
【図５】３Ｄ映像データの伝送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）を説明するための図
【図６】３Ｄ映像伝送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）についてより詳細に説明する
ための図
【図７】オーバーアンダー方式のＬ画像とＲ画像の２通りの伝送方法を説明するための図
【図８】３Ｄ映像をインタレース方式で伝送する場合の伝送方法（伝送フォーマット）の
一例を示す図
【図９】１１２５／６０ｉの現行のＨＤ信号伝送フォーマットに３Ｄ映像データをマッピ
ングする場合の一例を示す図
【図１０】サイドプライオリティ（ｓｉｄｅ　ｐｒｉｏｒｉｔｙ）の意味を説明するため
の図
【図１１】本発明の実施の形態１におけるＥＤＩＤのフォーマット（メモリマップ）を説
明する図
【図１２】本発明の実施の形態１におけるＡＶＩインフォフレームのフォーマットを説明
する図
【図１３】本発明の実施の形態１におけるＣＥＣのフォーマットを説明するための図
【図１４】本発明の実施の形態２における立体映像伝送システムの構成例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２０】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態における立体映像（以下、「３Ｄ（Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ）映
像」ともいう）を伝送する立体映像伝送システムの構成例を示す図である。図１において
立体映像伝送システム１は立体映像を再生可能な映像出力装置としての映像記録再生装置
（以下、「記録再生装置」と略記する）１００と、映像入力装置としての立体映像を表示
可能な映像表示装置（以下、「表示装置」と略記する）２００とを備えている。記録再生
装置１００と表示装置２００とはＨＤＭＩケーブル２０５で接続されている。
【００２１】
　記録再生装置１００は、例えば、ＤＶＤレコーダであり、光ディスク１０１、記録再生
部１０２、コーデック１０３、フォーマット変換部１０４およびＨＤＭＩ送信部１１０を
備えている。光ディスク１０１に記録されたＭＰＥＧ２等で圧縮された３Ｄ圧縮映像デー
タは映像取得手段としての記録再生部１０２で再生され、コーデック１０３でベースバン
ドの３Ｄ映像データに復元される。フォーマット変換部１０４は光ディスク１０１の記録
フォーマットからＨＤＭＩで伝送される伝送フォーマットへ変換する。ＨＤＭＩ送信部１
１０はＨＤＭＩケーブル２０５を介して、３Ｄ映像データを表示装置２００へ送出する。
記録再生装置１００は、表示装置２００が受信可能な伝送フォーマットの情報をＨＤＭＩ
を介して表示装置２００から事前に取得し、この情報に基づいてフォーマット変換部１０
４はフォーマット変換を実施する。
【００２２】
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　なお、光ディスク１０１に３Ｄ映像が非圧縮（ベースバンド）で記録してある場合には
、コーデック１０３は不要となる。
【００２３】
　表示装置２００は、ＨＤＭＩ受信部２１０、フォーマット変換部２０４、表示制御部２
０１、表示パネル２０２を備えている。ＨＤＭＩ受信部２１０は、ＨＤＭＩケーブル２０
５で伝送されてきた３Ｄ映像データを受信する。フォーマット変換部２０４は受信した３
Ｄ映像データの伝送フォーマットを表示フォーマットに変換する。表示制御部２０１は表
示フォーマットに変換された３Ｄ映像データで表示パネル２０２を駆動制御する。表示パ
ネル２０２は、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）や液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）で
あり、３Ｄ映像を表示する。
【００２４】
　なお、３Ｄ映像データは、左眼映像データ（以下、単に「Ｌ」と略記することもある）
と右眼映像データ（以下、単に「Ｒ」と略記することもある）の２種類の映像データから
構成されている。これら２種類の映像データを別々に伝送し、フォーマット変換部２０４
で合成して３Ｄ映像として表示する。伝送フォーマット、表示フォーマットについては後
ほど詳しく説明する。
【００２５】
　また、上記説明では３Ｄ映像伝送システム１を構成する記録再生装置および表示装置は
それぞれ１台としたが、この台数は本実施の形態に限定されるものではなく任意の台数で
構成してもよい。
【００２６】
　また、上記説明では音声データについて触れていないが、音声データも必要に応じて適
宜伝送してもよいことは言うまでもない。
【００２７】
　図２は、ＨＤＭＩの概要を説明するための図である。ＨＤＭＩはＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓ
ｉｔｉｏｎ－Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）チ
ャンネル、ＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕ
ｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）チャンネルの３つのチャンネルで映
像データ、音声データおよび制御情報の伝送を行う。
【００２８】
　ＨＤＭＩ送信部１１０は、ＴＭＤＳエンコーダ１１１およびパケット処理部１１２を備
え、ＨＤＭＩ受信部２１０はＴＭＤＳデコーダ２１１、パケット処理部２１２およびＥＤ
ＩＤ＿ＲＯＭ２１３を備えている。
【００２９】
　映像データ、Ｈ／Ｖ同期信号、ピクセル（画素）クロックは、ＴＭＤＳエンコーダ１１
１に入力され、ＴＭＤＳエンコーダ１１１において、８ビットデータが１０ビットデータ
に変換されるとともに、シリアルデータに変換されて３つのＴＭＤＳデータチャンネル（
データ＃０、データ＃１、データ＃２）を使って送出される。ピクセルクロックはＴＭＤ
Ｓクロックチャンネルを使って伝送される。３つのデータチャンネルを用いた最大伝送速
度は１６５Ｍピクセル／秒であり、ＨＤＭＩを使えば１０８０Ｐの映像データをも伝送可
能である。
【００３０】
　音声データや制御データは、パケット処理部１１２でパケット化されてＴＭＤＳエンコ
ーダ１１１で特定の１０ビットパターンに変換され、２つのデータチャンネルの映像ブラ
ンキング期間を使って伝送される。また２ビットの水平／垂直同期信号（Ｈ／Ｖ同期）も
特定の１０ビットパターンに変換され、１つのデータチャンネルのブランキング期間に重
畳して伝送される。なお、制御データにはＡＶＩ（Ａｕｘｉａｌｌｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ）インフォフレームという映像の補助データが含まれており、このＡ
ＶＩインフォフレームを使って記録再生装置１００から表示装置２００へ映像データのフ
ォーマット情報を伝送することができる。ＡＶＩインフォフレームについては後ほど詳し
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く説明する。
【００３１】
　表示装置（シンク）２００の能力を表す情報は記憶手段としてのＥＤＩＤ＿ＲＯＭ２１
３にＥＤＩＤ情報として格納されている。記録再生装置（ソース）１００はＤＤＣを利用
してこのＥＤＩＤ情報を読み取ることにより、例えば出力する映像データ、音声データの
フォーマット等を決定することが可能である。
【００３２】
　ＣＥＣは、ＨＤＭＩで接続された機器間でコントロール信号を双方向に伝送することに
より、例えば１つのリモコンで複数の機器を操作することも可能となる。
【００３３】
　次に、図３を用いて本実施の形態における表示装置２００の能力（表示及び受信能力）
を表すパラメータの例について説明する。これらのパラメータは、表示装置（シンク）２
００側のみが持っており、記録再生装置（ソース）１００側は知らない情報である。従っ
て、３Ｄ映像伝送システム１において記録再生装置１００が３Ｄ映像データを送信する前
に表示装置２００から取得するのが望ましい情報である。これらのパラメータはＨＤＭＩ
のＤＤＣ（Ａグループのパラメータ）およびＣＥＣチャンネル（Ｂグループのパラメータ
）によって取得される。詳細については後程説明する。
【００３４】
　図３において、３Ｄ表示可能性（３Ｄ　Ｃａｐａｂｅ）は表示装置２００が３Ｄ表示機
能を有するか否かを示す（１；表示能力あり、０；表示能力なし）。３Ｄ表示方式（３Ｄ
　ｍｅｔｈｏｄ）は表示装置２００の３Ｄ映像の表示方式（以下、「表示フォーマット」
ともいう）を示し、タイムシーケンシャル方式（ｔｉｍｅ　ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ；０）
、偏光方式（ｐｏｌａｒｉｚｅｒ；１）、レンチキュラー方式（ｌｅｎｔｉｃｕｌａｒ；
２）およびパララックスバリア方式（ｐａｒａｌｌａｘ　ｂａｒｒｉｅｒ；３）の４つの
方式がある。
【００３５】
　３Ｄ伝送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）は表示装置２００が受信可能な３Ｄ映像
データの伝送フォーマットを示し、ドットインターリーブ方式（ｄｏｔ　ｉｎｔｅｒｌｅ
ａｖｅｄ）、ラインインターリーブ方式（ｌｉｎｅ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ）、サイド
バイサイド方式（ｓｉｄｅ　ｂｙ　ｓｉｄｅ）およびオーバーアンダー方式（ｏｖｅｒ　
ｕｎｄｅｒ）の４つの伝送フォーマットがある。
【００３６】
　画像サイズ（単位；ピクセル）としては水平画像サイズ（ｉｍａｇｅ　ｗｉｄｔｈ）お
よび垂直画像サイズ（ｉｍａｇｅ　ｈｅｉｇｈｔ）があり、水平画像サイズは０～８１９
２ピクセルまで変更可能であり、垂直画像サイズは０～４０９６ピクセルまで変更可能で
ある。
【００３７】
　画面サイズ（単位；ｃｍ）としては水平画面サイズ（ｄｉｓｐｌａｙ　ｗｉｄｔｈ）お
よび垂直画面サイズ（ｄｉｓｐｌａｙ　ｈｅｉｇｈｔ）があり、水平画面サイズは０～９
９９９ｃｍまで変更可能であり、垂直画面サイズは０～４９９９ｃｍまで変更可能である
。
【００３８】
　また、パララックス・コンペンセーション・ケーパブル（ｐａｒａｌｌａｘ　ｃｏｍｐ
ｅｎｓａｔｉｏｎ　ｃａｐａｂｌｅ）は視差補正の能力である（１；補正能力あり、０；
補正能力なし）。すなわち、実物を見るときと表示装置２００で３Ｄ映像を見るときとで
は、視距離等の条件が異なるために視差（パララックス）の補正が必要である。パララッ
クス・コンペンセーションは、左眼映像（以下、「Ｌ画像」ともいう）と右眼映像（以下
、「Ｒ画像」ともいう）いずれか一方を他方に対して所定ピクセル数だけ移動させて表示
装置２００の画面上に表示させることによって行われる。このときの移動すべきピクセル
数は上記画像サイズ、画面サイズおよび視距離（表示装置と視聴者との間の距離）で決定
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される。
【００３９】
　仮想視距離（ａｓｓｕｍｅｄ　ｖｉｅｗｉｎｇ　ｄｉｓｔａｎｃｅ；単位はｃｍ）は、
視差補正の前提となる視距離である。これらの情報（画像サイズ、画面サイズ、仮想視距
離）は、記録再生装置１００側で視差補正を行い、補正後の映像データを表示装置２００
側へ伝送する際に必要となる。
【００４０】
　最後の３Ｄ処理遅延（ｅｘｔｒａ　ｄｅｌａｙ　ｆｏｒ　３Ｄ　ｐｒｏｃｅｓｓ；単位
はフレーム）は、３Ｄ表示処理のために表示装置２００側で発生する遅延時間である。映
像と音声の同期（リップシンク）をとるために記録再生装置１００側で予め遅延処理を実
行するために使用される。
【００４１】
　図４は、３Ｄ映像の表示方式（３Ｄ　ｍｅｔｈｏｄ）を説明するための図である。特殊
メガネが必要か否か、表示パネルの駆動条件等で以下の４種類の方式がある。
【００４２】
　図４（ａ）はタイムシーケンシャル方式であり、ディスプレイ上にフレーム毎にＬ（左
眼映像）とＲ（右眼映像）を交互表示する。そして視聴者は、液晶シャッタメガネでフレ
ームに同期して左右の映像を分離する。なお、液晶シャッタメガネのシャッター動作と表
示フレームは赤外線通信等を利用して同期がとられる。例えば、表示パネル（例えば、Ｐ
ＤＰ）を１２０Ｐで駆動すれば、６０Ｐの３Ｄ映像の表示が可能となる。
【００４３】
　図４（ｂ）は偏光方式であり、偏光素子を表示パネル（例えば、現行ＬＣＤ（液晶ディ
スプレイ））上に位相差フィルムとして重ね合わせ、ライン（水平走査線）毎に直交する
偏光でＬ（左眼映像）とＲ（右眼映像）を表示する。この偏光方向の異なるラインの映像
を偏光メガネでライン毎に分離して立体映像を得る。
【００４４】
　図４（ｃ）はレンチキュラー方式であり、レンチキュラー・レンズという特殊なレンズ
を画素の上に置き、見る角度によって異なる映像が表示されるようにする。レンチキュラ
ー・レンズは１個が画素数個分の寸法のかまぼこ型の凸レンズを、多数アレイ状に敷き詰
めたものである。表示パネル（例えば、ＬＣＤ）にはＬ（左眼映像）とＲ（右眼映像）を
画素ごとに一度分解し、ディスプレイの画素に再び並べなおす（レンダリングする）。こ
れを両目で見ると、右目と左目で見る角度が異なるため、３Ｄ映像に見える。この方式の
特徴は、特殊なメガネをかけず裸眼で３Ｄ映像を視聴できることである。
【００４５】
　図４（ｄ）はパララックスバリア方式であり、開口部を有するバリアを表示パネル（例
えば、ＬＣＤ）の前に置き、開口部を通過する視線角度が両眼で異なるので、この視差に
よる視線分離現象を利用して３Ｄ映像を得る。この方式も、特殊なメガネをかけず裸眼で
３Ｄ映像を視聴できる。
【００４６】
　図５は、３Ｄ映像データの伝送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）を説明するための
図である。伝送条件、表示条件などに適合させるために以下の５種類の伝送フォーマット
が用いられている。
【００４７】
　図５（ａ）はドットインターリーブ方式であり、フレーム内にＬ、Ｒ画像を市松模様に
並べる方式である。
【００４８】
　図５（ｂ）はラインインターリーブ方式であり、フレーム内にＬ、Ｒ画像を１ラインご
とに交互に並べる方式である。
【００４９】
　図５（ｃ）はサイドバイサイド方式であり、フレーム内にＬ、Ｒ画像をラインの前後（
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画面の左右）に並べる方式である。
【００５０】
　図５（ｄ）はオーバーアンダー方式であり、フレーム内にＬ、Ｒ画像を時系列（画面の
上下）に並べる方式である。
【００５１】
　図５（ｅ）は（２ｄ＋デプス）方式であり、３Ｄ映像をＬ、Ｒ画像で表現するのではな
く、２次元画像と、各画素の奥行きのペアで表現する方式である。
【００５２】
　次に、図６を用いて図３に示した３Ｄ映像の伝送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）
の各パラメータについてより詳細に説明する。この３Ｄ映像の各パラメータは記録再生装
置（ソース）１００側のみが持っている情報であり、表示装置（シンク）２００は知らな
い情報である。従って、３Ｄ映像伝送システム１において３Ｄ映像データの送信時あるい
は送信に先立って、記録再生装置１００側から表示装置２００側へ伝送しておくのが望ま
しい情報である。これらのパラメータはＨＤＭＩのＡＶＩインフォフレームにより、映像
データのブランキング期間に伝送される。詳細については後程説明する。
【００５３】
　なお、通常は、記録再生装置１００が送信する３Ｄ映像データの伝送フォーマットは、
表示装置２００から事前に取得した情報に基づいて決定されるが、表示装置２００が複数
の伝送フォーマットを受信することができる場合には、そのうちの１つを記録再生装置１
００が選択することができる。この場合には、記録再生装置１００は選択した伝送フォー
マットの情報をＡＶＩインフォフレームを使って表示装置２００に伝送することになる。
【００５４】
　図６において、３Ｄ映像？（３Ｄ　ｉｍａｇｅ？）は伝送される映像データが３Ｄ映像
か否かを示す（１；３Ｄ映像、０；通常映像）。伝送フォーマット（ｆｏｒｍａｔ）は３
Ｄ映像表示方式がメガネ方式（ｓｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ；０）か、裸眼方式（２ｄ＋ｄ
ｅｐｔｈ；１）かによって２つに分かれる。ここでは、メガネ方式の場合についてのみ説
明する。
【００５５】
　メガネ方式にはレイアウト（ｌａｙｏｕｔ）、イメージサイズ（ｉｍａｇｅ　ｓａｉｚ
ｅ）およびパララックス・コンペンセーション（ｐａｒａｌｌａｘ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔ
ｉｏｎ）の３つのパラメータがある。レイアウトには図３、図５で説明した４つの３Ｄ映
像伝送フォーマットが含まれる。
【００５６】
　Ｌ／Ｒ配置（Ｌ／Ｒ　ｍａｐｉｎｇ）はＬ画像とＲ画像を伝送する場合の配置を示す。
ドットインターリーブ方式（図５（ａ））では固定（ｆｉｘｅｄ；０）かライン毎に交互
（ａｌｔｅｒｎａｔｉｎｇ　ｂｙ　ｌｉｎｅ；１）かを示す。ラインインターリーブ方式
（図５（ｂ））では固定（ｆｉｘｅｄ；０）かフィールド毎に交互（ａｌｔｅｒｎａｔｉ
ｎｇ　ｂｙ　ｆｉｅｌｄ；１）かを示す。このようにＬ画像とＲ画像の順番をライン毎ま
たはフィールド毎に入れ替えることによって固定で伝送する場合に比較して表示画像の解
像度を上げることが可能となる。サイドバイサイド方式（図５（ｃ））およびオーバーア
ンダー方式（図５（ｄ））は常に固定（０）である。
【００５７】
　Ｌ／Ｒ識別情報（Ｌ／Ｒ　ｉｎｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）はＬ画像とＲ画像の伝送
順序を表す。ドットインターリーブ方式では、第１画素（ｆｉｒｓｔ　ｐｉｘｅｌ）がＬ
画像（０）かＲ画像（１）か、ラインインターリーブ方式では第１ラインがＬ画像（０）
かＲ画像（１）かを示す。また、サイドバイサイド方式ではＬ画像を左半画面（ｌｅｆｔ
　ｓｉｄｅ；０）に配置するか右半画面（ｒｉｇｈｔ　ｓｉｄｅ；１）に配置するか、オ
ーバーアンダー方式ではＬ画像を上半画面（ｕｐｐｅｒ；０）に配置するか、下半画面（
ｌｏｗｅｒ；１）に配置するかを示す。
【００５８】
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　ところで、オーバーアンダー方式の場合、図７に示すように２通りの伝送方法がある。
図７（ａ）のようにＬ画像とＲ画像を１枚（１フレーム）の画像として送る方法と、図７
（ｂ）、図７（ｃ）のようにＬ画像とＲ画像を２枚（２フレーム）の画像に分けて送る方
法である。図７（ａ）のように１フレームで送る場合には、Ｌ画像とＲ画像はＶ同期信号
を参照すれば容易に識別が可能である。一方、図７（ｂ）、図７（ｃ）のように２フレー
ムに分けて送る場合は、Ｖ同期信号を参照するだけではＬ画像とＲ画像とを識別ができな
い。そこで、Ｌ画像とＲ画像を識別するために、Ｌ画像とＲ画像の識別情報をＡＶＩイン
フォフレームで送ることも可能であるが、ＡＶＩインフォフレームは必ずしも毎フレーム
送られるとは限らない。そこで、図７（ｂ）に示すように、Ｌ画像のＶ同期信号の間隔Ｔ

ＬとＲ画像のＶ同期信号の間隔ＴＲを変えてもよい。また。図７（ｃ）に示すように、Ｌ
画像のＶ同期信号の幅ＷＬとＲ画像のＶ同期信号の幅ＷＲを変えてもよい。
【００５９】
　また、図８では３Ｄ映像のＬ画像とＲ画像がそれぞれ順次走査方式（１２０Ｐ）で伝送
されることを前提としたが、この場合は２Ｄ映像に比較して２倍の伝送帯域を必要とする
。そこで、２Ｄ映像と同じ伝送帯域で３Ｄ映像を伝送するためにＬ画像とＲ画像をインタ
レース方式で伝送してもよい。３Ｄ映像をインタレース方式で伝送することにより、伝送
帯域を半減できるのみならず、表示装置２００の処理回路のクロック周波数を半減できる
ので消費電力を下げることができる。さらには、処理するデータ量が半分になるので表示
装置２００が搭載する処理メモリの容量も半分ですみ処理回路のコストを下げることがで
きる。
【００６０】
　図８は、３Ｄ映像をインタレース方式で伝送する場合の伝送方法（伝送フォーマット）
の一例を示す図である。Ｌ画像、Ｒ画像とも１フレームを相補関係にあるＴＯＰフィール
ドとＢＯＴＴＯＭフィールドに分割して伝送する。４つのフィールドは、例えば、第１フ
ィールドでＬ画像のＴＯＰフィールドを送り、それに続く第２フィールドでＲ画像のＴＯ
Ｐフィールドを伝送する。その後、第２フィールドに続く第３フィールドでＬ画像のＢＯ
ＴＴＯＭフィールドを送り、第４フィールドでＲ画像のＢＯＴＴＯＭフィールドを送る。
このような順番で３Ｄ映像の４つのフィールドを伝送することにより、４フィールドに１
回だけＶ同期信号を付加することで、表示装置２００はこのＶ同期信号から容易に４つの
フィールドを識別することができる。また、Ｒ画像とＬ画像のＴＯＰフィールド同士、Ｂ
ＯＴＴＯＭフィールド同士をペアとして連続して伝送することにより、表示装置２００側
での処理が簡単となる。なお、上記伝送フォーマットは、図１における記録再生装置１０
０のフォーマット変換部１０４において生成され、ＨＤＭＩ送信部１１０によって記録再
生装置１００から表示装置２００へ伝送される。図９は、１１２５／６０ｉの現行のＨＤ
信号伝送フォーマットに３Ｄ映像データをマッピングする場合の一例を示す図である。図
９に示すように、従来のＨＤ信号のデータエリアに２Ｄ映像データに代えて３Ｄ映像デー
タを挿入するのみで容易に３Ｄ映像データの伝送が可能となる。
【００６１】
　さて、３Ｄ映像データを通常の２Ｄ映像データと同じ伝送帯域で伝送するとＬ、Ｒそれ
ぞれの映像データを半分に縮小して伝送する必要があり、解像度が１／２となる。一方、
２Ｄ映像データの２倍の伝送帯域を使って３Ｄ映像データを伝送すればそのままの大きさ
で伝送できるので解像度はそのまま維持される。画像サイズ（ｉｍａｇｅ　ｓｉｚｅ）は
、このように伝送路（帯域）で決まる３Ｄ映像の解像度を表す。非スクイーズ（ｎｏｔ　
ｓｑｕｅｅｚｅｄ；０）は画面が縮小されておらず解像度が低下しないことを示す。水平
半サイズ（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｈａｌｆ　ｓｉｚｅ；１）は水平方向に画像が１／２
に縮小（水平解像度が１／２）されていることを示す。ドットインターリーブ方式とサイ
ドバイサイド方式で伝送される場合に関係するパラメータである。
【００６２】
　一方、垂直半サイズ（ｖｉｒｔｉｃａｌ　ｈａｌｆ　ｓｉｚｅ；２）は垂直方向に画像
が１／２に縮小（垂直解像度が１／２）されていることを示す。ラインインターリーブ方
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式とオーバーアンダー方式で伝送される場合に関係するパラメータである。
【００６３】
　パララックス・コンペンセーション（ｐａｒａｌｌａｘ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）
は視差補正に関するパラメータであり、図３で説明したパララックス・コンペンセーショ
ン（ｐａｒａｌｌａｘ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）と異なるのは、図３が表示装置２０
０側の視差補正のパラメータであったのに対して、この場合は、記録再生装置１００側で
の視差補正の状態を示すものである。視差補正なし（０）および視差補正あり（１）のい
ずれかを示す。視差補正なし（０）の場合に、サイドプライオリティ（ｓｉｄｅ　ｐｒｉ
ｏｒｉｔｙ）が定義されており、未定義（ｎｏｔ　ｄｅｆｉｎｄ；０）、左サイド優先（
ｌｅｆｔ　ｓｉｄｅ；１）か右サイド優先（ｒｉｇｈｔ　ｓｉｄｅ；２）かのいずれかを
示す。
【００６４】
　ここで、サイドプライオリティの意味を説明する。記録再生装置１００側で視差補正が
されていない場合は、表示装置２００側で視差補正が必要な場合がある。図１０に示すよ
うに、視差補正のために表示装置２００側でＬ画像に対してＲ画像をＸピクセルだけ右に
シフトした場合、図１０（ａ）のようにＬ画像を表示画面いっぱいに表示する場合と、図
１０（ｂ）のようにＲ画像を表示画面いっぱいに表示する場合の２通りの表示方法がある
。図１０（ａ）の表示方法が左サイド優先であり、図１０（ｂ）の表示方法が右サイド優
先である。上記では、Ｌ画像に対してＲ画像をＸピクセルだけ右にシフトした場合を想定
したが、逆に、Ｌ画像に対してＲ画像をＸピクセルだけ左にシフトした場合でも、Ｌ画像
とＲ画像が反対になるだけで同様である。
【００６５】
　また、パララックス・コンペンセーションで視差補正あり（１）の場合には、記録再生
装置１００で補正した際に想定した表示装置２００の画面サイズである仮想画面サイズ（
ａｓｓｕｍｅｄ　ｗｉｄｔｈ　ｏｆ　ｄｉｓｐｌａｙ；単位はｃｍ）を送ることができる
。仮想画面サイズは０～９９９９ｃｍの範囲で変更することができる。
【００６６】
　次に、図３および図６で説明した３Ｄ映像に関連する各種パラメータの伝送方法につい
て図１１～図１３を用いて説明する。図２において説明したようにＨＤＭＩ規格で送信側
（ソース）と受信側（シンク）との間で制御情報を伝送するには、ＴＭＤＳチャンネル（
ＡＶＩインフォフレーム）、ＤＤＣ（ＥＤＩＤ）、ＣＥＣチャンネルの３種類の伝送路を
使うことができる。そこで、前述の３Ｄ映像に関連する各種パラメータをそれぞれ最も適
した方法で伝送すれば、機器のリソース、伝送路の帯域等を有効に利用することができる
。
【００６７】
　本実施の形態では、図３のＡグループの情報はＤＤＣを介してＥＤＩＤ情報として取得
し、Ｂグループの情報はＣＥＣチャンネルで取得する。Ｂグループの情報は、画像や画面
のサイズ情報等の情報量の多い、またはリアルタイムに伝送する必要性の低い静的な情報
である。このようなＢグループの情報は、ＣＥＣチャンネルで取得することにより、ＥＤ
ＩＤ＿ＲＯＭ２１３の容量を節約できる。また、図６の伝送フォーマット情報はＴＭＤＳ
チャンネルを使ってＡＶＩインフォフレームの情報として送る。
【００６８】
　図１１はＥＤＩＤのフォーマット（ＥＤＩＤ＿ＲＯＭ２１３のメモリマップ）を説明す
る図であり、ＥＤＩＤにおけるＨＤＭＩ　ＶＳＤＢ（Ｖｅｎｄｅｒ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ）に図３のＡグループの情報をマッピングするフォーマットを示す
。ＶＳＤＢのＢｙｔｅ＃８のＢｉｔ＃５に３Ｄ＿ｐｒｅｓｅｎｔを割り当てる。３Ｄ＿ｐ
ｒｅｓｅｎｔが「１」であれば３Ｄフィールドがあることを示し、「０」であればフィー
ルドがないことを示す。３Ｄフィールドがある場合には、３Ｄフィールド長に従ってＢｙ
ｔｅ＃１３から所定数のバイトを確保する。この３Ｄフィールド長は、Ｂｙｔｅ＃１３の
Ｂｉｔ＃４～Ｂｉｔ＃０の５ビットに割り当てられた３Ｄ＿ＬＥＮ４～３Ｄ＿ＬＥＮ０で
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定義される。３Ｄ＿ＬＥＮで定義された長さ（Ｍバイト）のデータがＢｙｔｅ＃１４～Ｂ
ｙｔｅ＃（１３＋Ｍ）まで続くことになる。Ｂｙｔｅ＃（１４＋３Ｄ＿ＬＥＮ）からＢｙ
ｔｅ＃Ｎまでは未使用（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ）とされる。すなわち、表示装置２００の３Ｄ
映像の表示能力（伝送フォーマットおよび表示方式）に関連するパラメータのうち、３Ｄ
表示可能性（３Ｄ　Ｃａｐａｂｌｅ）、３Ｄ表示方式（３Ｄ　ｉｍａｇｅ）および３Ｄ伝
送フォーマット（３Ｄ　ｆｏｒｍａｔ）の各パラメータが３Ｄフィールドの所定の位置（
３Ｄ＿Ｘ）に割り当てられてＥＤＩＤ情報としてＥＤＩＤ＿ＲＯＭ２１３に記憶される。
【００６９】
　次に、映像のブランキング期間に重畳して伝送するＡＶＩインフォフレーム（ＡＶＩ　
ｉｎｆｏＦｒａｍｅ）について説明する。
【００７０】
　図１２は、ＡＶＩインフォフレームのフォーマットを説明する図であり、ベンダーイン
フォフレーム（ＨＤＭＩ　Ｖｅｎｄｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｆｏＦｒａｍｅ）のフ
ォーマットを示す。図１２（ａ）は、ベンダーインフォフレームのパケットヘッダ（ＨＤ
ＭＩ　Ｖｅｎｄｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｆｏＦｒａｍｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｈｅａｄ
ｅｒ）の構成、図１２（ｂ）はベンダーインフォフレームのパケットコンテンツ（ＨＤＭ
Ｉ　Ｖｅｎｄｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｆｏＦｒａｍｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｎｔｅ
ｎｔｓ）の構成を示している。
【００７１】
　まず、パケットヘッダのＢｙｔｅ＃ＨＢ０には、ベンダー独自のインフォフレームであ
ることを宣言するためにパケットタイプ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｔｙｐｅ）＝０Ｘ８１を記述す
し、Ｂｙｔｅ＃ＨＢ１には、バージョン番号（０Ｘ０１）を記述する。また、Ｂｙｔｅ＃
ＨＢ２のＢｉｔ＃４～Ｂｉｔ＃０の５ビットを使って、ベンダーインフォフレームのペイ
ロード長（Ｎｖ）を記述する。
【００７２】
　パケットコンテンツのＢｙｔｅ＃ＰＢ０～Ｂｙｔｅ＃ＰＢ２の３バイトにはＩＥＥＥに
登録されたベンダーＩＤを記述する。Ｂｙｔｅ＃ＰＢ３（データ領域）にデータ（３Ｄ＿
７～３Ｄ＿０）が記述され、Ｂｙｔｅ＃ＰＢ４～Ｂｙｔｅ＃ＰＢ（Ｎｖ－４）はＲｅｓｅ
ｒｖｅｄ（０）とする。すなわち、このデータ領域に図６の３Ｄ映像の伝送フォーマット
の各パラメータを記述する。
【００７３】
　なお、上記ではデータ領域を１バイト（Ｂｙｔｅ＃ＰＢ３）として説明したが、これは
図６に示す伝送フォーマットの全パラメータを１つのコードで伝送する場合を想定してい
るためである。データ領域としてはこれに限定されるものではなく、例えば、図６に示し
た伝送フォーマットの全てのパラメータを伝送する場合は、それに必要なデータ領域を確
保することもできる。
【００７４】
　また、図６に示す伝送フォーマットの情報の一部は、ＣＥＣチャンネルを経由して送る
こともできる。
【００７５】
　図１３は、ＣＥＣのフォーマットを説明するための図であり、図３におけるＢグループ
の各種パラメータをＣＥＣチャンネルで伝送するためのフォーマットを示す。ＣＥＣでは
情報をメッセージ（ｍｅｓｓａｇｅ）として伝送する。図１３（ａ）はメッセージを構成
するＣＥＣフレーム（ＣＥＣ　ｆｒａｍｅ）のパケット構造を示し、図１３（ｂ）は、図
３のＢグループの各種パラメータを送るためのＣＥＣフレームの例を示す。
【００７６】
　図１３（ａ）において、ＣＥＣフレームは、ヘッダブロック（Ｈｅａｄｅｒ　ｂｌｏｃ
ｋ）とデータブロック１～データブロックＮ（ｄａｔａ　ｂｌｏｃｋ１～ｄａｔａ　ｂｌ
ｏｃｋＮ）（Ｎ＝１～１３）で構成されている。ヘッダブロックには４ビットの発信者（
Ｓｏｕｒｃｅ）と宛先（Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ）のアドレスが記述される。各データブ
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ロックには１バイトの情報（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が含まれており、データブロック
１でコマンドを送り、データブロック２以降で引数（パラメータ）が伝送される。またす
べてのブロックには、１ビットのＥＯＭ（Ｅｎｄ　ｏｆ　Ｍｅｓｓａｇｅ）が付加されて
おり、このブロックの後にブロックが続く（０）か、このブロックでメッセージが終了（
１）するかを示す。また、同様に１ビットのＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｄｇｅ）を含み、発
信者はＡＣＫを１にして送信し、受信者は自分宛のメッセージであればＡＣＫを０にし、
自分宛でなければ１のまま返信する。
【００７７】
　ＣＥＣでは、ベンダー独自のベンダーコマンド（Ｖｅｎｄｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ）用の
メッセージが用意されており、各ベンダーはこのメッセージを使って、ベンダー独自のコ
マンドや引数を機器間でやり取りすることができる。
【００７８】
　このＣＥＣのベンダーコマンドを使って図３のＢグループのパラメータを伝送する方法
について説明する。図１３（ｂ）において、ヘッダブロック（ｈｅａｄｅｒ　ｂｌｏｃｋ
）に続いてＩＤ付ベンダーコマンド（ｖｅｎｄｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ　ｗｉｔｈ　ＩＤ）
であることを示す“０ＸＡ０”の値を送り、次の３ブロックでベンダーＩＤ（Ｖｅｎｄｅ
ｒ　ＩＤ）を送る。その後に、ベンダー独自データ（Ｖｅｎｄｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ｄａｔａ）を送る。ベンダー独自データの最初のブロックがベンダー定義コマンド（Ｖｅ
ｎｄｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ）であり、その後にデータブロックを続ける。１つのＣＥＣメ
ッセージは最大１４ブロックであるので、ベンダー独自データとしては１１ブロック（１
１ｂｙｔｅ）が伝送が可能となる。本実施の形態では、このベンダー定義コマンドとして
３Ｄ映像に関連するコマンドを定義して、このコマンドを使って図３のＢグループのパラ
メータを送るようにしている。
【００７９】
　（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について図１４を用いて説明する。図１４は、本実施の形
態における立体映像伝送システム２の構成例を示す図である。本実施の形態の３Ｄ映像伝
送システム２が実施の形態１と異なる点は、映像出力装置が記録再生装置１００からチュ
ーナ３００に変更された点である。それ以外の構成要素は同じであるので同一の構成要素
には同じ符号を付して説明を省略する。
【００８０】
　映像受信装置としてのチューナ３００は受信部３０５、フォーマット変換部３０４、Ｈ
ＤＭＩ送信部３１０を備えており、アンテナ３０１、同軸ケーブル３０２、インターネッ
ト３０３と接続されている。放送局（図示せず）より放送された３Ｄ映像はアンテナ３０
１を経由して映像取得手段としての受信部３０５で所定の受信フォーマットで受信される
。受信された３Ｄ映像はフォーマット変換部３０４で事前に取得された表示装置２００の
受信可能な伝送フォーマットへ変換されてＨＤＭＩ送信部３１０を経由して表示装置２０
０へ出力される。
【００８１】
　有線放送局（ケーブル局；図示せず）より放送された３Ｄ映像は同軸ケーブル３０２を
、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワークに対応した番組配信サーバ
（図示せず）よりの３Ｄ映像はインターネット３０３をそれぞれ経由して受信部３０５に
入力される。フォーマット変換部３０４はアンテナ３０１、同軸ケーブル３０２、インタ
ーネット３０３それぞれから受信した３Ｄ映像の受信フォーマットに対応した変換を行う
ことになる。以後の動作は、実施の形態１と同様であるので説明を省略する。
【００８２】
　このように、本実施の形態の３Ｄ映像伝送システム２によれば、家庭等の外部から送ら
れてくる種々のフォーマットの３Ｄ映像についてもＨＤＭＩ端子を備えたチューナ３００
により表示装置２００に伝送して表示することが可能である。
【００８３】
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　以上説明したように、本発明によれば、ＨＤＭＩを介して接続された映像出力装置と表
示装置よりなる３Ｄ映像伝送システムにおいて、映像出力装置と表示装置の間で３Ｄ映像
を伝送、表示するための各種パラメータを伝送することが可能となる。これにより、３Ｄ
映像伝送システムに異なる表示能力を持った複数の表示装置が接続された場合でも、３Ｄ
映像データを問題なく伝送することができる。
【００８４】
　なお、上記実施の形態では、記録再生装置１００はＤＶＤレコーダとして説明したが、
これに限定されるものではなくＢＤレコーダ、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）レコー
ダ等であってもよい。
【００８５】
　また、上記実施の形態では、ＨＤＭＩ規格に準拠したＨＤＭＩケーブルで映像出力装置
と表示装置を接続した場合について説明したが、機器間の接続は無線で行ってもよい。無
線通信方式がＨＤＭＩプロトコルに対応していれば本発明を適用可能である。この際、伝
送する３Ｄ映像データはベースバンド映像データに限らず圧縮映像データでもよい。
【００８６】
　また、上記実施の形態は、ＨＤＭＩ規格を前提に記載したが、本実施の形態で説明した
表示装置の表示能力を表す各種パラメータを機器間で交換できれば、他の伝送方法でも構
わない。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　本発明は、ＨＤＭＩで接続された機器間で立体映像データを送受信するシステムに幅広
く利用することが可能である。
【符号の説明】
【００８８】
　１００　　記録再生装置
　１０１　　光ディスク
　１０２　　記録再生部
　１０３　　コーデック
　１０４，２０４，３０４　　フォーマット変換部
　１１０，３１０　　ＨＤＭＩ送信部
　１１１　　ＴＭＤＳエンコーダ
　１１２，２１２　　パケット処理部
　２００　　表示装置
　２０１　　表示制御部
　２０２　　表示パネル
　２１０　　ＨＤＭＩ受信部
　２１１　　ＴＭＤＳデコーダ
　２１３　　ＥＤＩＤ　ＲＯＭ
　３００　　チューナ
　３０１　　アンテナ
　３０２　　同軸ケーブル
　３０３　　インターネット
　３０５　　受信部
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